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筑波研究学園都市｜マスタープランの変遷
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ペデの提案 都市計画公園の基幹公園
• 洞峰公園（20ha)
• 赤塚公園（8.6ha）

1969年

筑波研究学園都市の現状と諸問題にみる都市形成過程上の問題
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洞峰公園

赤塚公園



洞峰公園｜レガシーの公園
• 計画都市におかれた基幹公園
• 生態系の保全に留意した設計（樹

林・草地・沼・300～500年前の土
壌・つくばの原風景）

• 「みどり」の核・自然環境のシンボルとし
て設置

• 賑わい（スポーツ施設）と静寂（自
然）が共存する設計

• 4000本の樹木と絶滅危惧植物、野鳥
100種等をはぐくむ公園

• 市民の健康増進のための空間



都市公園内の沼の包括的調査報告

「・・・ 今後の公園整備、管理保全上重要な

意義を持つものであるため、当協会は、本

調査を行うに当たり、学識経験者及び行政

関係者の総合検討委員会を設置した。・・・」

これからの保全対策の基礎資料

「・・・ 私どもの豊かな生活のためには、遠い

祖先の遺された文化財は保護すべきと同様

に、郷土の地理的条件に生育し続けた自然

財も保護せねばならぬと思います。・・・」

日本初の環境調査と保全対策



洞峰公園ができる前

「大池回生」の碑



← 当時の洞峰沼

アカマツ林 雑木林

つくば研究学園都市と自然
ーその歩みと明日への提言ー

株式会社STEP、1992年

大正時代の洞峰地区



洞峰公園周辺の変遷



筑波研究学園都市の景観変化｜水と緑の広場

https://www.nies.go.jp/social/keikan/disppic.html
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昔の面影が残る景色



洞峰公園の樹林
造園時：高木が約10,000本
茨城県の公称：約4,000本
全個体調査（2022年・2023年）：1267本
62種を同定(つくば市周辺の自然林を構成する樹木27種)
アオハダ、アカシデ、アカマツ、アラカシ、イヌザクラ、イヌシデ、
イロハモミジ、エゴノキ、エノキ、オオモミジ、クヌギ、クマシデ、
クロマツ、ケヤキ、コナラ、コブシ、シラカシ、スダジイ、タブノキ、
ネムノキ、ヒサカキ、ホオノキ、ヤブツバキ、ヤマグワ、ヤマザクラ、
ヤマボウシ、ユズリハ
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洞峰公園の植物
観察調査会（2023年）：244種
茨城県又は環境省のレッドリストに掲載されている植物7種：キンラン、ギンラン、シラン、ゼ
ンテイカ、ナガボノシロワレモコウ、マヤラン、イチョウウキゴケ
他の関東6県のレッドリストに掲載されている植物類5種：オオバノトンボソウ、ショウブ、チゴ
ユリ、ノカンゾウ、ヌマトラノオ
その他：ツクバキンモンソウ（ニシキゴロモの変種で筑波山で発見された植物）

スミレ・キランソウ・ギンランの群生地



希少生物の生息・生活する公園

約 6,100 km²
茨城県全体で
みられる鳥類
178 種

約 0.3 km2

洞峰公園周辺で
みられる鳥類
104 種

含希少種・絶滅危惧種



洞峰公園で観察される野鳥（希少種）
レッドリスト学名和名

環境省茨城県
絶滅危惧ⅠB類 ( EN )絶滅危惧ⅠA類 ( CR )Streptopelia decaoctoシラコバト

準絶滅危惧 ( NT )絶滅危惧ⅠA類 ( CR )Porzana fuscaヒクイナ
絶滅危惧Ⅱ類 ( VU )絶滅危惧Ⅱ類 ( VU )Anas formosaトモエガモ
準絶滅危惧 ( NT )絶滅危惧Ⅱ類 ( VU )Ixobrychus sinensisヨシゴイ

―絶滅危惧Ⅱ類 ( VU )Bubulcus ibisアマサギ
絶滅危惧Ⅱ類 ( VU )絶滅危惧Ⅱ類 ( VU )Butastur indicusサシバ
絶滅危惧Ⅱ類 ( VU )絶滅危惧Ⅱ類 ( VU )Falco peregrinusハヤブサ

―準絶滅危惧 ( NT )Tachybaptus ruficollisカイツブリ
準絶滅危惧 ( NT )準絶滅危惧 ( NT )Accipiter gentilisオオタカ
情報不足 ( DD )準絶滅危惧 ( NT )Aix galericulataオシドリ

準絶滅危惧 ( NT )情報不足 ( DD )Emberiza sulphurataノジコ
準絶滅危惧 ( NT )情報不足 ( DD )Accipiter nisusハイタカ

―情報不足 ( DD )Muscicapa dauuricaコサメビタキ
準絶滅危惧 ( NT )―Egretta intermediaチュウサギ
準絶滅危惧 ( NT )―Pandion haliaetusミサゴ



洞峰公園での野鳥の生活
採餌中のセグロセキレイの親子 子育て中のカイツブリ

巣穴近くのコゲラ ドングリを食べるカモ類



保護（ロープ柵＆外来種防除）の結果、満開のイヌヌマトラノオ。
周辺には、ナガボノシロワレモコウも。


